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調 査 概 況

1: 地形及び位置

本遺跡は、天竜川 の左岸 に形成 さわ′た洪積世段丘上にあつて、東側伊那山

地 0西麓 か らのびる舌状台地 がい くつか形成されてぃるが、その中の三つ木

丘陵 (仮 称 )の 突端郡 に位置 している。 この丘陵は西南、 南■ljと 北側 を大沢

川 の支流に よ り開折され、東西 に長軸 をもつた丘陵で、厚 さ 6平 ～ 7mの信

州 ローム層におおわれ、表面は 300m内 外の黒土層 が形成 され、黒土層 と
ロー ム層 の間 に黄褐 黒色 っ亜 ロニム層 (栗 色土層 )が 10硼 ～ 20磁 存在す

る。          
｀

| この舌状丘 陵 の南 側 と北 allは 、現 在水 田地 帯 と して利用 され てい るが、 か

つ ては広い湿地 帯 で葦 の密生 した湿原 で あつた。 したが つ て、 湿地 帯 に突 出

した岬状 の丘陵 であつ た ことが判 明 した。

2 調  査  経  過
三 つ木丘陵 の突端 部 か ら 200mx100mの 範 囲 を表 面調査 した結果 、

突端 部に近 ぃ丘陵稜 線 か ら南 側斜 面 にかけ て、土 器 (縄 文 式 ,弥 生式 ,土 師

式 ,須 恵 器 )破 片 が密 集 してい る箇所 が認め られたので、 この地 点 に試掘 溝

を設定 したも (実 測図参照 )
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この十状試掘溝 を基準 として、各部分 0所 見にもとづいて十状の交点 を基点

として放射状 に試掘 溝を延展 した。 クロス点附近に包含状態に異状な濃密さ

を認めたからである。増設 した試掘 溝は次の とお りである。
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これ らの試掘 溝 と検出され.た 遺構の所見 にもとずいて発掘区 を拡大 した結

果、把握 さ力′た遺跡の状況は次 の通 りである。

仁)縮 文時代遺跡
TrAo B.Dの 交点 を中心 に 500平 方■の範囲 および TrBo南
部 200平方 mの範囲に検出された組石遺構および竪穴状遺構で伴出した

押型文土器片等によつて縄文時代早期 (中 葉 )に 属する遺跡であること

を確認 した。

0 組石遺構お ‡び積 石遺構′
組石は、 直径 40″～ 60翻 .高 さ 15硼～ 20翻 0鉢状 に礫 また
は平石 奎組 み合せた もので、鉢 の角度は 30°～ 35° であつた。一見
小形 の石組炉に近い形状 であるが、縁 が斜角をもつ点、底部まで石 を

敷 きつめてある点 が異なる6包 含層位は軟質 ロニム層上部か ら、漸移
層 に一定 のレベルで出土 した。 石質は主 として硬砂岩 :細 流花商岩等

′  ある。 ま.た 傍 らに焼けた硬砂岩礫積石遺構が伴つた。その礫 の数は
40箇～ 60箇 ほ どである。そ して時 に積 石遺構の下に石組が存在す
る場 合 もあつた。また、 Dト レンチにおぃては、 ローム層内 rc掘 りこ

まれた直径 50"～ lm.深 さ 50翻 の ビツ トを伴つていた。
こっ積石及び石組遺構は Tr Bに おいては、南斜 面 50mの 距離 に
12箇所 に散在 し、 Tr Dに おぃては 6箇 所が集 中して検 出された。

~

また、 Tr Aに おぃては、 焼土が ローム層 中において同 じく組石遺構

及び積石遺構に伴 うことが認め られた。

いずれ も、 押型文 (山 形文 ,市 松文 ,権 円文 ,撚 糸文 ,網 目状文 )土

器 を伴ぃ、他の時期 の土器片は全 く伴つてぃない。

0)竪 穴状遺構                  `  ′

試堀溝●交点近 くoロ ー■層に掘 り込 ま力́た不整長栴円形竪穴第 7

址 及び第 8址 である。第 7址 は TrA内 で、長径 2.5m)深 さ 30"内 外
´
で浅 く舟底形 に掘 りくなめ られ、東部 と外■ll東 側に柱穴 6箇 が伴つて

いた。遺物は押型文土器片及び磨石等が床面内か ら検 出された。

第 8址 は、第 7址 の北部 5mの 位置 に出土 した。長径 3、 2mo長 構円
形 で深さ 20翻 程度で、南寄 りに 5～ 6箇 め柱穴址 が認められた。 中

央部東壁寄 りに石皿が出土 し、 押型文章器片か密集 して出土 した。

この竪穴状遺構は、家屋構造 としては確然 とした規模 を もつていた痕

跡 とは認め られないが、少な くとも生活の痕跡 として認めてよい と思

ゎれる。

f21 弥生時代遺跡



A.Eo B区 に検 出された竪穴式住居跡二戸で、 3号 住居址 並びに 4
号住居址 である。

丘陵の南斜面 に位置 し、北西か ら西南方向にかけて中軸 をもつ長方形竪

穴 (5mx4m)で 、地表 か らの深 さ 50印 で あ り、 ローム層 を 30働
掘 り下げて構築 ざ力′た ものである。

4柱址 が認 あられ、北西 側の相並ぶ柱穴間 に理裂 が行なわわ́床面に焼土

が 認 め られ.た 。

土 器 は、
「弥生 式 後 期 禾 に天 竜 川 沿 岸 に盛 行 した 中 島式 土 器 に所 属 す る。

この 住居 跡 は 、相 並 び ほ とん ど同一形 式 で 両 者 の間 隔 は 2■ で あ り、 同

一 時 期 に存 在 した 竪 穴 住 居 跡 と認 め られ′る。

0)古 墳時代遺跡
土師式に属する竪穴住居 EIL第 7号址 ,第 5号址 ,第 1号址 及び第 6号址

である。                     (
0 第 7号住居址
AEB区 の中央部に検 出され′たが弥生式竪穴住居址 第 3号址 並びに第
4号址 の間で西側の大部分が 1号址 に切 られ、東側の 1部 のみが残存 し

ていた。 ローム質粘土 を張 り床 としてお り、土師器破片十数片 を出土 し

推定 規模 は 1辺 3.5m内 外 の方形 を呈 してぃ た と認 め られ

1/fl 第 5号 住居址

Bト レ/チ 東部の南側 に検 出された竪穴住居址 で東西方向に中軸 を持

つ 4m文 3mの 長方形竪穴で コーム層 を 15硼 掘 りさげて構築 さ力.て お

り、中央部に 4柱址 があ り、東側壁 に石組 ,粘土張 りの竃 を設けていた。

床面か ら土師式 ったI鶏 .ウた 。鉄製刀子が出土 した。

191 第 6号住居址

Bト レ/チ 最東部 に方形竪穴の‐角が出土 しヽ土師器破片が出土 した

が精、査 の時期が与え ら力′ず壊波 した。恐 ら く前述.第 5号址 と同時期の方

形竪穴住居址 と推定 される。               '

0 第 1号 住居址
AEB区 の前述弥生式住居址 の北部に接 してい る一辺 9mの方形竪穴

式住居である。ローム層を15翻掘 りさげてあり、周囲の壁にそつて、径 30翻内外の自然

石を2m間隔嗜並rllして配せしてあらた。柱址は 6柱穴で3箇づつ並allし票 に市北の中

軸線上に 9箇 の小柱穴 が並んでお り、室 の しき りを思わせた。東壁の大

部分 を第 2号址 に切 クとられ′てお り、竃 の趾 は不明である。出土遺物 は

比較的少な く、土師器 P須恵器片であつた。極めて大規模た住居 であ り

た 。 ´

る 。



特 ガ」な構造 な もつ てぃ るので、今後 の精 しぃ検討 を要 す る。

(の  平安時代住居址   ′
`ぅ

こ

第 1号址 0東壁を切つて接続 してダ築された竪穴址で南北に中軸を、つ

長 方形 (4mx3m)の プ ラ /を 持 つ 。

東・壁 中 央部 に竃 (石 積 ,粘土 張 )が 設 け られ、 中央 部 分 に 4柱址 が 認 め ら
れ た 。

出土遺物は、灰莉 陶器、土師後期甕 .胚 1沈 .等 で平安時代初頭の時期 の

生活址 と認め られ.る 。

6)鎌 倉時代住居址  ′

Hト レ/チ 中央部 に検出されたが トレ /チ 調査以外 に払大する時間 を得

ず、方形竪穴 の一角が確認で きたに止 まつた。1規模不明で あるが、 ロニム

層 を 25働 内外掘 りさげて構築 さ力́、限 に直径 40働 の ビツ トを伴 ぃ、 鎌
倉時代 と思われる硬質素焼 の甕 口縁部 を出土 した。

今 度 の調査 は、 いわば学 問的 な必
:要
か らの調査 では な く、三 ツ木遺跡 が開 田

工 事で 消滅 して しま うので、 そ力.を 事 前 に調査 して充分 なる記録 をと り、後 世

に保存 す る とい う趣 旨のいわゆ る事 前調査く 緊急調査 として実施 された もので

あ ります。 これ′らの調査は、 それ が どの よ うな性質 の遺跡 であ力′、 で きるだけ

完 全 に調査 す る とぃ うのが 目的 で あ ります。

たまたま三 ツ木遺跡の場 合は、二重二重の意味で事前調査 をしてよかつた と

い うことが考え られ ます。   ´
その一つは、だん だん に判つ てきた とお り、 ここが縄文早期の大 きな遺跡で
あつて、 その後数千年 の無住の時代 を経 て 、弥生時代 に入つて再 びここに居住

するよ うにな りま した。 しか し弥生時代で もあま り古い時代では あ りません。

それか ら古墳時代に入 り、土師器 ,す え器な どの遺物 の出土 が これ を物語 タ

この時代 と連続 して奈良 ,平安 の時代まで ここが集落であつた ことを証明して

います。

ところが、奈良 ,平安時代 をさかのぼつた古墳 時代 の.遺 跡は、伊那地方に も

各所に大 きな ものが あ り、調査が行なわ力・てきましたが、 こあ組文早期遺跡 の

調査 とい うのは、そ う簡単 にはで きません。 とい うのは数力S非 常に少ない こと

で、 これ′は この時代 の住民の数が少な く、 なた文化程度 も低 く、極めて小集団

で 日本各地 に点在 していたため、まだ村 を形成するとい うような ところまでい

かなかつた のだ、 と従来は考え られてき校 した。 ところが三 ツ木遺跡 のある こ

見所



の場所は、 一般 め早期遺跡 と立 地条件 が兵 る とぃ ぅ点 が考 え られ ます。

この遺跡は、やは り天竜川のいわば河成段丘の上に位置しておると:ぃ ぅことそ
あつ て、 これ.は 上伊 那か ら下伊 那 にかけ て、高 い山 の上 や岩 の奥 な ど r/cも 遺跡が

あ りますが、平地 に くだつた段 丘面に も集落 をつ くつた遺跡 が点 在 す る とぃ ぅこ

と をさいてい ますが、 そ れ らの ものの調査 は従来 ほ とん どで きてぃない と思 われ

ます 。

したがつて、ここは天竜川の川筋の他の地方であまク見られないよぅな河成段
丘上に早期の遺跡があり、しかも遺物の分量も普通の早期遺跡に比べそはるかた
多いということは、居住の年月が長かつたか或いは住居者の数が多かつたかであり
ます。

細文早期 っ人 々が、比較的高い山の稜 線な どに小さぃキャィプ程度ら遺跡 を各
地 に残 しているとぃ ぅょぅなことか ら、 これ ら早期の人間は移動 性をもつていま
した。 したがつてぁる場所 に定着 してそ こで長 〈住み、 次の世代へ受け継かれ て
い くといつた ことが殆ん どみ られ なかつたのですし

そ うい う点で、 この遺跡 の調査の色 々な結果は、今後 この早期の時代の人たち

っ生活 ,或 いはその集落 のぁ り方など、各種 の問題 を解 ぃてぃ く上 に一つの有力
な手 がか りになるものと思 われます。         、

河岸段丘上にあるこの遺跡が、地質学上そ の何丘 目にあるか、そ して、その古
さとい うものも考えてぉかな くてはな りません。 この丘陵の上 の方 に有機質の黒
土層 があ り、その下は黒味がかつたぃわゅる亜 ローム層 があ り、 これは非常にや

わ らか く、その中に早期時代の遺物、 即 ちIL器 ゃ石器が含ま力_て ぃるわけでぁ り
ます。

それから下は、固い粘土質のロニム層で、それが大体 2～ 3mぁ り、その下は
あま ク厚 ぐはなぃが白いガサガサした自土層があります6更 にその下はまたロー
ム層がぁるといぅ二種の洪積台地ですから、 この段丘の形成というものは非常に
古ぃのです。

このこ とに関連して、 この対 岸 rcな りますか 或では それ ょ り上 にな りますか、 例
の御 子 柴の遺跡 が あ り、 段 丘 の高 さか ら見 る と、 ここ とほぼ同 じ位 では なぃか と
い うこと もいわね′てぃ ます 。

これ′は是非、 地質学 のノ、に明 らか に してぃた 、きた ぃ と考 え てい ます が、 そ う

いうことがこの早期の遺物を出す下のやつらかい亜ローム層の底や、或ぃは固ぃ
ローム層の上の方に も組文以前の石器 を出す可能性があるわけです。1緊 急調査、
事前調査の場 合、そのために時間 を費す ことはで きません が、我 々が今回採集 し

た遺物 の中に、 2,3そ うした問題 を考えるにた りるよ うな、黒燿 石で作 られた
石器 ′或いは御子柴で発見 され,た ような、非常に特徴のある磨製石器 といつた も



のが出下くるということは、時代が一段 さかのぼ ク得る可能性もあるわけです。
以 上 の キ うな ことか ら、 この遺跡 の古 さ とい うもっは、早期 全般 の研 究上非 常
に有利 で あつたばか りでな く、 新 しぃ知 見 とい うものが広 く掘 らわ′た範 囲 内 で考

え らわ́ ます。 それは 、一 っは大 小 の打 ら割 られ″た石 をど うい う目的 のためか― タ

所 に寄せ集 め、 点 々 と してそ うい うものが各所 に ぁる ことです。 この物 の意義、

性質は い ます ぐに決定 しかね る と思 います。 とぃ ぅのは、早期 の遺跡 は ここ程広

く掘 つた ところは ないのですか ら軽卒 に言 え ません が、 それ を くず してみ る と、
その状 態は必 らず しも一様ではな←あるものはその下に意識的 には つ き り石 を組み 合暑
た よ うな遺 構 のある もら もあ ります。 それ ま炉っよぅにみえるものもあるし、
そ うでないものもあつて、石積みはぃつたぃどうぃ う意味 をもつてぃるのか、 ま
た他 の遺 跡 に も発 見 で きる可能 性 か ら るのかどう′

ヽヽ この こ とは今 後 に残 され た 大
へ ん 重 要 な点 で あ ります 。

段丘その ものは、先程地層の問題 を述 べましたが、 ぁの石組みに使つ てぃるよ
う′な石、つま り礫層はないので して、 これは どぅして もそ う遠 くない所から運ん
で きた ものと思われ́ ます。そ して、 その石 を打 ら割つ て積 み積ねた もの とみられ
るっです。それ と同時 rc、 その中にま じつ て くなみ石 とか、或ぃは石 の槌、 また
は「 穀ず 夕石」 と名 づけられ.て ぃる菅平地方 の押型紋 の遺跡か ら多 く出ている長
手 の石であ りま して、その尖つた先端は穀類 をす りつぶ した と思われ′る跡がつい
ています。

これ らは、 小県 ,或 ぃはその裏夕」の下高井辺の菅平 に近い地方の人た らは、 .こ
の石を「 穀ず り石」 と呼んでいます。同様 の ものが今回の石積みやそ の附近に散
在、してぃま した。 また、黒燿 石の細片 なども完全な石族 (ぞ く )と ともに発見 さ
力́ ています。

この ような石積 の状態は、今 までにどこで も調査されてぃません。積 石 を採取
できるような川 も近 くに もつてぃる遺跡で あつて も見当 らないわけでぁ りますか

ら、 ここと同 じような広さの遺跡 を今後調査 し、比較 してみなければ何 とも申せ

ません。 こうい うところに、早期 に関する問題点があるのです。

もう一つは当時の住居跡の問題で あ りますが、 これは早期 の時代 の住居跡 とぃ

うのは、 2,3の 例を除いて「 これ,が住居跡だ」とぃゎれ.て ぃましてもtそ れ′は
非 常 に不 明瞭 な もので ぁ りま して、 そ のゆえん につぃ ては三 つば か りの大 きな考

え方 や意見 が出 さ′れ́ ています。 一つは先程 申 しま した とお りヽ 当 時 め住民 は非 常

に移動 性 :を もつ てお り、 た えず住居 が移 つ てい る ことと、 小集 団 で歩 い てぃます

か ら、 そん な固定的 な穴 を掘 つ てがつ らりした柱 を立 て、 そ の上 に上屋 をかけ る

とい うよ うな長 期居 住 ので きる家 では なか つた とぃ ぅことで ぁ ります。

それか らも う一 つは、 平地部 でな く山手 の方 です とそ の附近 に洞窟 が ぁ りま し

γ́
「



て、 そ の洞窟 を住居 として い ま した。 それ らの出奥 ④洞窟 をさ らい ます と、大 抵

早期 の遺物 が包含 され てぃ ます。

ですか らこの よ うな露天 に家 を建 て る とい うこ とをせ ず に、 自然 0洞窟 が あれ

ば、 それ を借用 した のでは なか ろ うか とい うこと、 これ が第 2点 で あ りまする

第 3の 考え方 と しては当 時 の人間は た て穴 住居 を作 らなか つ た。 つま りこの地

面に柱 を建 てて小屋 掛 け した のでは ない のですか ら、たて穴住居 跡 も見 られず、 ま

た、火 をた いた といつ て も、 地表 つま り黒土 の上 ですか ら、赤土 までなかなか と

お らず、 痕跡 を残 してお りません。 この三 つ 猛考 える場 合に、 まだ 未確定 めとこ

ろ もあ りま して、 いずれ に して も早期 の時代 の発掘調査 とい うものは まだまだ不 ―

充分 で あ ります。 それ に対 して今_度 の三 ツ木遺跡 調査 は徹底的 に や り崚 したが、

やは り当時 の もの と して のた て穴 住居 は発見 で きません で した。

しか しなが ら、 この広い範 囲 に大量 の ものを もつ てい るか ら、 しば ら ぐの間定

着 して住ん だのではないか とい うことは想像 で きます。 土器 な ど とい うものは、

そ うたえ ず移動 してぃた の では大 量 の ものは作 れ ません し、 あ の こわれ ゃすぃ も

の を持つ て引越 して歩 くな ど とい うこ とは と ぅてい考え られ すせん 。

そ うす る と、 ある程度 の小屋 は つ くつた のだ と考え られ ます。殊 に西 北 の風 が

相当強 くあた る この地 帯で、 秋 か ら春 さ きにかけて非常 に寒 く、 もちろん丘陵―

帯は森林 で覆われ てぃて防風 林 の役 目を してぃた といつ て も、 寒 さは きび しいわ

けで、 そ うす る とやは 夕平地 といい ますが、 地表 に小屋 がけ して住ん だ のでは な

いか と も思 われ ます。 で も積極 的 にそ うで ある とい う証 明で きる材 料 もあ りませ

ん。

先 に申 しま した とお り、 縄文早期 o三 ツ木遺跡 に組文人 の住居 が あつた とすれ

ば、 それ.こ そ重 大な発 見で あ ります が、 これが住居跡 だ とは つ き 夕断定 で きる資

料は あ りません で した。 しか しこの遺跡 に重つ てずつ と時 代が 下つた弥生時代 の

たて穴住居跡が二棟分 出てお ります。それか ら土師関係 のたて穴が三棟分、合計

五棟分 のたて穴住居跡が発見 され.た わけです。そ して、土 師の住居三棟 の うち―

棟はおそ ら く奈良時代 とい うよ りむ しろ平安時代 の住居 で あつて、 これ ら土師の

時代 の ものは、それ,ぞ れ′全 部が カマ ドをもつていました。 いままでに他の場所で

も確認 され てか り、三 ツ木遺跡 もその例外 でない ことが証明されたわけであ りま

す。

その他個 々に発見 された ものにういて も色々問題 があ りま しよ うが、これからの

もtDは わつ て充分整理 しま して、住居 の状況 とそ こか ら出土 した遺物 |と の有機的

な関係 とい うものを確 かめた上で もう少 し具体的に この遺跡の構造 とい うものを

考え、その考えるまでの記録一 切が き らん と整理 される とい うことにな らな くて

はいけなぃと思います。



現地での調査は終つたわけですが、 これか らの仕事が重要であ り、iま たそれ

だけに苦労 も多い と思います。

地元の皆 さんのこの仕事に対す る理解 と、調査団各位 の熱心な研究意欲 が、

現地 での調査 を達成 したわけでありまして、その点大変りつばな発掘事業 であつた

と思います。いままで申し上げてきたととは時間の関係もあり校して、たいヘ

ん抽象論めぃただころがありますが、以上のようなことをこの調査を通 じて感

じたわけであります。



三 ツ 木 遺 跡 発 堀 作 業 日 程

ヨ月 孝日 土曜 日 曇

午前 保坂係長・ 田中主事・荷物材料三ツ木会所運搬

午後 春 日課長・保坂係長・ 伊藤主事・ 友野調査団員

現地踏査 ドレンチ設定について打合せ

八幡団長が来てか ら区域を決める事の方が良いと言 う事にな り、三ツ木会所

Ii    集積した材料、検
二`1  午後 多時 ヨθ分終了

八幡一郎団長・ 木下正史 (東京教育大学大学院 )

午後 7時 孝ノ分来伊 板屋旅館宿泊

ヨ月
'日
 日曜 日 雨

小林教育長・春 日課長・ 保坂係長・ 午前 ′時 ヨθ分出庁

雨のため発堀作業中止

富県公民館長に連絡中止を依頼する.

八幡団長と打合せ午後 トレンチの区域設定 をする事にし、林団長補佐・友野

団員・ 御子柴団員・大田団員にその旨電話連絡する。

.   年前 ノノ時 ヨθ分 板屋旅館にて打合せ会
1,・  出席者

八幡団長・林団長補佐・ 友野団員・ 御子柴団員 。大田団員

小林教育長・春 日課長・保坂係長

ノ   ス 友野団員を現場責任者 とする.
2.午 後 トンンチ区域の設定 を行 う。

午後 ノ時
“
θ分ハイヤ=2台 で三ツ木ヘ

田畑館長立会

`  大 トアンチ2本設定 午後 ダ時 2θ 分終了



ヨ月
`日
 月曜 日 曇 発堀作業第 ノ日

午前 夕時 調査委員会・調査団 `事務局関係者

富県地区作業員・伊那北高校生・箕輪工高校教諭及び生徒

一同現地集合

鍬入れ式

小林教育長挨拶

鍬入れ 八幡団長

調査団員の招 介 春 日課長

林団長補佐か ら作業上の指示

直ちに調査団員にょる トンンチの杭打ち

 ́ ABCDFG`本 の トレンチ

Aト ン ンチ  L7′ よ
“
 w2rl Hよ θ c由

′B ″    L孝
`。 `m W′

m H“ よ c rn 炉 跡 ヨヶ所 発 見

c ″    Lノ よ よ m w 2 rl ll`θ  c ln

D ″    L/2.2m w2[n Hμ ∫ c rl

F ″    Lノ 7 θ EEI W2m H2θ cm

PJ ″    L22.θ  rrl W 2 rll Hょ θ C鮨

ふるさわ写真館にょる撮影

調査委員

小林教育長・有賀京一・ 田畑清美

調査団

八幡団長・ 林団長補佐・友野良―・御子柴泰正・根津清志

大田保補助員 ,木下正史 (東京教育大 )o林賢 (岡谷市 〉。

柴登己夫 て箕輸工高校 )               
′
:

社教委員

高木委員長・ 春 日兼喜

公民館長

馬場昌三・ 辰野伝衛

事務局

春 日課長・保坂係長・ 伊藤主事・ 田中主事

圧

・

く

‐ヽ



作業員  ″ヨ名

(市職員 ′名・地元 ヨノ名・高校生 〃名 )

市職員

村山主事・坂田主事・松沢主事・ 白鳥主事・林主事・矢沢主事

酒井主事・山崎富士男

箕輪工高校生

向山良子・井上房子・野牧幸雄

伊那北高校生  ′

Fゴ

    見
野
「清T
竹村さち子・ 田中 くにゑ 。竹村小春・坪木まさご・桜井治 ´田中たつゑ

‐     小牧えつ子・北原きよ子・広瀬三千代・吉沢寿人・吉沢みつゑ

′    田畑年子・春日軍次郎・酒井すえ・吉沢政ム .酒井うめ子・埋橋富子
鹿野たつみ・中原信子 ,春 日正紀・藤沢喜重 1下島司・下尾茂雄

下島一紀・伊藤茂樹・田畑鉄雄・小牧録二郎・伊東善三・北沢清治
‐     鹿野栄

役職員 2θ 人

作業員  (一 般  ヨタ 0高校
“
)率 3人

計  `ヨ 人

ヨ月 7日  火曜 日 晴
_   午前フ時作業開始
A30Dマ G 各本発堀作業
専門的調査、記録並に撮影が本格的 に実施 され る.

Aト ンンチ  L7′ よ
“
 w′ rll H7θ c饉

Eト ンンチ  Lノ よよ ln w 2 rn H2ょ c“

/Gト ンンチの拡幅作業
Fト ンンチ堀下げ作業

午前 ノθ時 ヨθ分鹿野組 よ リペタ トコンペ ァ_借用



午後よりFト レンチに使用 能率倍培
縄文早期土器より糸紋・穀粒紋 .格子紋・菱型紋土器の破片多数発見

Eト ンンチより住民跡発見

午後 2時調査団会議

午後 2時 ヨρ分林補佐 上伊那地方事務所耕地課並福島区へ

午後 ヨ時 八幡団長帰京

信大鈴木教授来場

調査委員

有賀京一 r織井静夫・正木二美・ 田畑清美

調査団

八幡団長・ 友野良一・御子柴泰正・林賢・木下正史

事務局

春 日課長 .保坂係長・田中主事 。伊藤主事

作業員

市職員・村山主事・坂田主事・矢沢主事・ 酒井主事・箕輪工高稜柴教諭

地 元

伊藤喜三子・板́山たけよ・コ畑さと子・田畑年子・竹村小春・ 中原信子

広瀬三千代・小牧えつ子・中村きよ子・北原 きよ子・埋橋 とみ子

竹村さち子・ 吉沢みつゑ・ 鹿野たつ美・坪木まさご・下尾彦雄

北沢ふき子・ 北沢千代子・北沢フキ・ 牛山初 。伊藤邦人・ 田中幸雄

下島司・小牧録二郎・下島国武・北原清治・ 中原長―・藤沢喜重

下尾茂雄 `伊藤次雄・吉沢寿
二・ 田中理一・登内豊彦

役職員 ノJ人

作業員 ヨ
『
人 (一般ヨ′(女 ノ

『
)三 高校生,θ )計 よノ人

ヨ月 ′日 水曜 日 晴

午前 夕時作業開始

放射線型の 7本 の トンンチをそれぞれつなぎヽ合せ作業

ふ
ｔ

ご
‐・



.   Eト レンナの結に矩形の トンンチ発堀
工務課 酒井主事・三沢主事により平板測量の地形図の作成作業
各 7本 の本発堀作業

午後 ヨ時 2θ 分 ほ うげんの塚のォハライ

役職員・作業員全員集合・北沢神官によ リオハ ライの行事を行 う。

作業終了後宿舎板屋旅館にて調査団員 友野良―・ 御子柴泰正・ 根津清志
木下正史・ 春 日課長 0保坂係長打合せ会

本 国までの遺跡発堀の状況に対する検討 と、今後の調査の方法について打合
7)
ルヽ|   せを行 う。
_   ∠ 発堀日程が 3月 ノ′日終了予定であるのでこれ以上新規の トンンチは行

わず今迄発堀 した ものの仕上げに重点をお くこと。

_    ユ ほ うげんの塚は明ヨ月 9日 に発堀作業を実施する。
′
   以上 2点について結論を出した。
調査委員

正木一美・ 田畑清美

調査団

友野良一 つ御子柴泰正・根津清志・木下正史

教委 。文化財
‐
委

井上俊美・ 松沢新右衛門

事務局         _

春 日課長・保坂係長・ 田中主事・伊藤主事 。米山主事・松沢主事
」・
ぉ   矢沢主事・ 酒井主事・ 山崎富士 男

市工務課 酒井主事・三沢主事
・   作業員

箕輪工高校柴教諭・ 辰野町舟田智理

辰野高校

池上正・浦野治・ 白鳥信雄・
‐
篠田道雄・平等稲雄・赤羽大秀・相沢一広

池上隆文 二丼上博司・有賀均・清水保裕・伊藤正己・渋谷政男 。原信昭

地 元

吉沢雪子・ 中村いわよ・ 田中たうゑ・ 吉沢みつゑ・竹村さだゑ

:     竹村幸子・ 田中 くにゑ・ 酒井 うめ子 。中原信子・ 北沢ふき 。北沢千代子

Ｌ́

ル
｀



伊藤喜三子 `田畑年子・坪木まさご・ 田中由美・小牧録二郎 0池 田定一

野溝清―・ 下尾茂雄・板山肇・藤沢喜薫・ 北沢清治 o中村豊・ 下島自武

下島司・ 北沢村治・竹村仁司・伊藤邦武・登内豊彦・ 小牧えつ子

北原きよ子 ,埋橋 とみ子・ 広瀬三千代・ 埋橋良和・ 下尾彦雄・鹿野たつみ

橋爪 きみ江・吉沢久人・吉沢元徳・ 伊藤次雄・北沢克己・ 中村謙
'

地元高校生

田畑幸子 。北沢頌子

こ.  役職員 ノノ人
り   砕   2人

作業員  `7人  一般 ξθ人 (内女 2ノ

^)}計

′θ人{高
校生 /7人 (内女2人 )

r ヨ月 9日  本曜 日 曇

_ 午前 夕時作業開始

各 トレンチの本発堀 仕上作業
Bト レンチ ノ号炉周辺南北 2“ 新 トレンチ追加作業

各 トレンチ実測 記録 撮影
ほ うげんの塚の笹切 り実施

〔、 午後 ノ2時 ヨ0分～午後 ′時まで

調査委員 。調査団 o事務局合同打合せを実施する。

ス 作業は 3月 ノ2日 に終了すること。
2。 それがため高速高校生 ノθ名 ヨ月 ノ0日 ょ り受入れ協力依頼をする.
ユ ほ うげんの塚は明 ヨ月 ィθ日に トンシチする。
名 地主
`人
の収益差につぃては、土地改良区 とも相談 して至急地主 と接渉

する。廣渉は地元 田畑館長にお願いずる。      '
調査委員

小林教育蔓・ 正木一美・ 田畑清美

調査団

友野良―・御子柴泰正・根津清志・林賢・ 木下正史

メ

に̈



館 長

山岸館長

事務局

春 日課長・保坂係長 .田中主事 。名神主事・ 村山主事 `坂田主事
 ́   白鳥主事・ 矢沢主事・ 酒井主事・ 山崎富士男・ 伊藤主事

市工務課 伊沢主事・ 酒井主事・三沢主事
作業員

、_   箕輪工高校柴教諭
ノ                                   ｀

ニヽリ    辰野高校

唐沢修平・藤沢公明・片山純志郎 0尋針優・鈴木雅夫 。赤羽大秀
・    田中喜美男・松井悦子・宮下知世子・宮下美知子・平沢康・木下正二
′   篠田道夫・白′島信雄 。平‐等稲雄 :池上

=・
神戸博・ 山田政雄

弥生ケ丘高校

吉沢愛子 ,下島みの り 、

、   地  元

。    野溝清一・北沢清治・登内豊彦・下尾彦雄 1・ 伊藤馨 。伊藤次雄     l′
埋橋良和・ 柴登己夫・ 田中進・吉沢元徳 0年藤邦人・伊藤豊 0下尾茂雄
北沢村治・下島司・ 下島国武・守谷峯一・板山始 。中村謙・北沢頌子

伊藤 E~~三子 `田中 くにゑ・坪木まさご・鹿野たつみ・竹村さち子
`  中村 くに子・橋爪きみ子・ 中村いわょ・ 中原信子・ 広瀬三千代・ 田中たっ ゑ

'だ
、    畑年子・竹村小春・竹村さだゑ‐昔沢みつゑ 。北沢千代子 ‐北沢ふ く
や   北沢ふき子 。小牧えつ子・北原 きよ子 0埋橋富子 。中村清子・ 酒井梅子  :
こ     役職員  ノす人

・   作業員  72人  (一般 よ2人  内女 2〃人
高校 2ρ 人 内女よ人 )計 ′ 7人

ヨ月 ノθ日 金曜日 晴曇後雨
午前′時作業開始

作業員 ′る人



AB日 各 トレンチ間をつなぎ作業並に仕上げ作業
Gト レンチ西側拡大発堀作業

■ 一日f44 住民跡 ノ発見

軍     ″ 2発 見
E-4間  住民跡 ノ発見
実測・記録・撮影を行 う.

FM∠ θθ 調査委員会 `調査団合同打合せ会‐
④  ヨ戸 ノ′日迄には発堀作業完了する。
②  ほ うげんの塚は石積のみ堀 り起す。
諏訪市藤森先生・下諏訪町中村先生外 2名視察
田畑館長地主 ヨ人に対する収益差につぃて

調査委員

小林教育号・耳本T秦・ 田畑清美・ 向山雅重
調査団

八幡団長 .友野良二・御子柴泰正 0根津清志・林賢 0木下正史・大田保
館 長

辰野伝衛

事務局

春 日課長・ 保坂係長・ 田中主事・坂 田主事・松沢主事・矢沢主事・酒井

主事

市ェ務課 伊沢主事 。酒井主事
高 校

地元高校

吉沢国雄・ 小牧朝芳・ 有賀洋一・北沢克己・ 吉沢元徳

弥生グ丘高校

吉沢愛子・ 下島みゆき 。由中ぇつ子・中村秀子

箕輪高校

中村雅成・ 竹村富雄・ 野牧幸雄

辰野高校

藤 田久―・高倉正行・ 若林康文・渋谷明・鷲尾健―・ 尾針優・矢島真幸

井口善人・ 山岸勝 。中谷秀雄・小林茂大

κ
一／

′
Ｆ



、一
〕

駒ケ根工業高校

竹松良行

天竜高校

中原長則

高遠高校

向山文雄・伊藤富治夫

赤穂高校

唐沢明男・小出文雄・下島賢児・飯島みつ ょ 。宮崎のぶょ・ 宮下道子

今井史子・伊藤要・山本泰子・千村節子・ 宮沢多勢子・ 堀内芳明

橋場康二

箕輪町

柴登己夫

地 元         :

伊藤邦人・下尾茂雄・板山始・北沢清治・藤沢喜重・ 田畑邦男・ 伊藤豊

吉沢政-0登 内豊彦・ 野溝清一 。北沢村治・小牧録二郎・下島国武
中村謙・ 下島司・ 田中進・ 田中たつゑ・竹村さち子・ 田中 くにゑ

吉沢みつゑ・酒井梅子・竹村さだゑ・竹村小春。田畑年子・鹿野たらみ

橋爪 きみ江・北沢千代子・ 北沢ふ き子・ 北沢ふ き 。中村 きよ子

埋橋とみ子・小牧えつ子・池田かおる。中村ぃるょ・広瀬三千代

中原信子・埋橋久子 0北原きよ子・小牧京子 0下尾彦雄

役職員  ノす人

市 曜 課  2人                   ‐

作業 員  一般  
““

人 (女 23人 )

高校  `θ 人 (女 ノ2人 )

計  ′ρ′人

ヽ
４

一
゛
、

ヨ月 ノノ日 土曜 日 晴

各 トンンチ清掃作業

各住民跡清掃



実測・記録・ 撮影

調査委員

小林教育長・田畑館長・正木一美
‐

: 
調査団

八幡団長・林補佐・友野良―・ 御子柴泰正・ 根津清志・林賢 o大田保
木下正史

事務局

春 日課長・ 保坂係長・ 田中主事 ,伊藤主事・ 矢沢主事             7カ i

弥生ケ丘高校
'                                               ヽ  し

吉沢愛子・田中ぇつ子 0下島みゆき。                     マ

地元高校

′ 小牧朝芳・田畑進・ 中原長則・ 田中由美              
｀    キ

赤穂高校

加納てる子 0有賀すみゑ・ 北沢克己・下平秀美

駒ケ根工業    
｀

竹松良行

地 元

吉沢みつゑ・ 田中 くにゑ・ 田中たつゑ・埋橋 とみ子・竹村さち子

中村いわよ・北原 きよ子・小牧えつ子・橋爪 きみ子・竹村小春

鹿野たつみ・坪木 まさご・竹村さだ子・ 中村 くに子・ 伊藤すぇ子

早醤曇二:属IRTI詈彗言晟子曇1所よ饉重l』量巫ミ:属理]徳    ンィ:)>
中村秀子

役職員  /3人

作業員  32人 (一般  ヨθ人 (女 ノ 9人 )

(高校  /2人 (女  
“
人 )計  

“
ょ人

ヨ月 ノ2日  日曜 日 曇

午前 9時作業開始



各 トシンチ清掃作業

各住民跡測量 。記録・写真撮影               、

住民跡  ツポヨケ発堀
H■ エ トンンチ 2本入れて見たが目新 しいものはない。
A,H・ I各 トンンチ整理作業

午後
“
時 ヨθ分作業終了

閉団式

″ _   午後 よ時 ′よ分 木下正史さん帰京

ち   調査委員
.     小林教育長・ 田畑清美

i   調査団

し,    林団長補佐・友野良―・ 御子柴泰正・根津清志・木下正史

事務局

春 日課長・保坂係長・ 田中主事 。伊藤主事

ti   l作 業員 子 7名 (、市職員 2名・ 地元 ヨ′名・高校生 7名 〕
市職員

矢沢主事・ 山崎富士男

弥生 ケ丘高校

田中ぇつ子・吉沢愛子・中村秀子

辰野高校

.    渋谷明・ 吉沢政一

,二   箕輪高校    |

井上房子・ 向山良子

…  地 元

熊谷進・ 根津要介・ 平沢博・ 伊藤すえ子・田中たつゑ・中村いわよ

田畑ょし子・ 中村 くに子・下島さだ子・酒井梅子・ 小牧えつ子

吉沢みつゑ・橋爪 きみゑ 。中原歌子・吉沢千代子・ 竹村小春・竹村さだ子

田畑年子・坪木まさご 。鹿野たつみ・野溝清―・板山肇 ?下尾茂雄

北沢清治・伊藤勲 。中村謙・下島司・伊藤豊・春 日隆美 :吉沢元徳

伊藤邦人・ 田畑良治・北沢克己 0登内豊彦・竹村豊人・ 中原信子

北沢六馬・ 春 日正策



ヨ月 /ヨ 日 月曜 日 晴

各住居跡 0炉跡に石灰撒布覆土作業を行 う。
・
作業に使用した器材・器具・机・椅子 。天幕等を撒収する。         (
出土 した遺物の整理 魚箱′′ケを市の車で市民会館に運搬収納する.
ベル トコンペアー ,シ ヨベル・ ヤグラの材料

三 ツ大会所 。一輪車 。その他地元よ り借用し.た物を謝ネLと ともに返納する。  ・

未発堀地につぃて田畑館長さんが地主中村芳美さんに交渉するこ (総面積

歩[li〔簿具
'1:量

嘱〔[lEl理婁曇『』i:歩 FT=を響
地をノ「   IIノ、

調査委員

田畑清美                                 
｀
,・

事務局 ゴ́ ｀

保坂係長・ 田中主事

作業員               ｀
        |             _

市職  矢沢主事・ 山崎富士男                       ｀

地元 吉沢政―・伊藤豊・吉沢元徳 ,北沢清二・竹村小春 :登内豊彦     二
田畑年子・板山富子・田畑由子・野溝清一 :橋爪きみゑ 。

伊藤すぇ子・竹村さだゑ・吉沢みつゑ 。中村謙・吉沢愛子

中村秀子 :田中えつ子・ 中村 くに子・中村いわよ  `

轟「7
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